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１．姫路市水道ビジョンの概要
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【姫路市水道ビジョンの計画期間】

• 姫路市水道ビジョンは、本市水道
事業の中長期的な事業運営の方針
を示したものであり、「すべての
市民に安全で良質な水道水を安定
して供給する水道」を基本理念と
し、「強靭」「安全」「持続」の
３つの観点に則した基本目標を設
定しています。

• 計画期間としては令和２年度から
令和11年度の10年間としています。

• 姫路市水道ビジョン策定後、コロ
ナ禍による生活様式の変化、物価
上昇など策定時に見込めなかった
複数の要因により事業環境が大き
く変化しているため、中間見直し
を行い、令和７年度以降の計画に
反映します。

コロナ禍、物価上昇など
事業環境が大きく変化

令和7年度以降
計画の見直し



施設更新計画 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

整

備
新浄水場

耐

震

化

甲山低区第１配水池

田井浄水場

木戸配水池

美濃山配水池

光大寺配水池

置本配水池

山崎配水池No.1

水道ビジョン計画期間

２．前期における取組みの状況（１/６）
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【浄水・配水施設の更新及び耐震化の推進】 ビジョン策定時

前 期 （令和２～６年度） 後 期 （令和７～１１年度）



施設更新計画 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

整

備
新浄水場

耐

震

化

甲山低区第１配水池

田井浄水場

木戸配水池

美濃山配水池

光大寺配水池

置本配水池

山崎配水池No.1

水道ビジョン計画期間

２．前期における取組みの状況（２/６）
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【浄水・配水施設の更新及び耐震化の推進】

前 期 （令和２～６年度） 後 期 （令和７～１１年度）

新浄水場 物価上昇等の影響により、入札不調が発生。再入札に向け準備中

甲山低区第1配水池 R3年に予定どおり事業完了

木戸配水池 投資計画の見直し（後述）により事業を後年度に繰り下げ

完了

Ｒ５．１２時点

既計画

見直し計画



２．前期における取組みの状況（３/６）
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【浄水・配水施設の更新及び耐震化の推進（指標値）】

項 目

実 績 ビジョン計画値

算 式
H31/R1 R2 R3 R4

前期
R2～R6

後期
R7～R11

浄水施設耐震化率 11.6% 11.6% 11.6% 11.6% 11.6% 54.8% 耐震化能力÷全施設能力

配水池耐震化率 37.5% 43.6% 53.4% 53.4% 53.5% 58.1% 耐震化容量÷全施設容量

浄水施設
耐震化率

計画と実績の比較
・新浄水場の事業の遅れにより後期計画値の目標達成は
困難な状況（耐震化率は11.6％のまま推移）

未達成の理由 ・入札不調により新浄水場建設事業の着手が遅れたため

前期の主な取組 ・新浄水場建設事業の再入札（R6～7予定）に向け準備中

配水池
耐震化率

計画と実績の比較 ・前期計画値の目標は概ね達成

前期の主な取組
・甲山低区第２配水池建設（R2） ⇒ 6.1％上昇
・甲山低区第１配水池耐震化（R3） ⇒ 9.8％上昇



２．前期における取組みの状況（４/６）
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【管路耐震化の推進】 ビジョン策定時

幹線管路更新計画 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

甲山幹線

太子幹線

東部幹線

広畑南幹線

水道ビジョン計画期間 前 期 （令和２～６年度） 後 期 （令和７～１１年度）



２．前期における取組みの状況（５/６）
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【管路耐震化の推進】

甲山幹線 事業実施中に占用道路の拡幅事業の進捗の遅れにより工法の見直しを余儀なくされ
たため、必要工期が延伸

太子幹線 整備中であるが、道路整備計画との調整による着手時期の見直し及び軌道下更新箇
所のルート選定及び工法検討により必要工期が延伸

東部幹線 整備中であるが、軌道下更新箇所のルート選定及び工法検討により必要工期が延伸

広畑南幹線 整備中であるが、漏水が発生した他路線の更新を優先する必要が生じたため、整備
時期の見直しにより事業が延伸

Ｒ５．１２時点

幹線管路更新計画 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

甲山幹線

太子幹線

東部幹線

広畑南幹線

水道ビジョン計画期間 前 期 （令和２～６年度） 後 期 （令和７～１１年度）

既計画

見直し計画



２．前期における取組みの状況（６/６）
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【管路耐震化の推進等（指標値）】

項 目

実 績 ビジョン計画値

算 式
H31/R1 R2 R3 R4

前期
R2～R6

後期
R7～R11

基幹管路耐震適合率 30.0% 31.1% 32.0% 33.2% 36.2% 42.5%
耐震適合性基幹管路延長

÷基幹管路総延長

管路更新率 0.64% 0.58% 0.49% 0.64% 0.80% 0.88%
管路更新延長

÷管路総延長

配水支管が耐震適合性を
有する重要給水施設の箇所数 １箇所 4箇所 8箇所 18箇所 12箇所 54箇所

重要給水施設総数
８２箇所

基幹管路
耐震適合率

・
管路更新率

計画と実績の比較 ・前期計画値の目標は未達成

未達成の理由
・物価高騰により必要な予算を確保できなかった
・人員減により一時的な管路更新率の減少が生じた

前期の主な取組
・甲山幹線（整備済：1.9km/全延長：12.6km） ※現在2.1kmを整備中
・太子幹線（整備済：7.9km/全延長： 9.4km） ※現在0.5kmを整備中

配水支管が耐
震適合性を有
する重要給水
施設の箇所数

計画と実績の比較 ・目標値を上回るペースで実施中

前期の主な取組
・重要給水施設への管路を優先的に更新・耐震化することにより、

R4年度で18箇所を完了
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●物価上昇の影響

・建設資材価格や労務費の高騰、円安の影響などにより、水道ビジョン
策定時には想定できなかった物価上昇が続いており、中長期の投資計画
と乖離が生じています。

・物価上昇等による事業費高騰の影響は、今後も続くと想定されます。

【物価上昇に関連する指標】

建設工事費デフレーター（上・工業用水道）
（引用：国土交通省）

３．現行の投資計画の問題点

【建設資材単価】

（R1 ⇒ R5）

【労務単価】

（R1 ⇒ R5）

27％up 15％up

建設資材単価:建設総合の全国平均値
（引用：建設物価2023年12月）

労務単価:全職種の全国平均値
（引用：国土交通省）

建設資材総合

34％up

生ｺﾝｸﾘｰﾄ
※姫路市統一単価

ここ近年の伸び率が
非常に高い

※建設デフレーター：基準年度（H27）の実質額に変換する指標

H
2
7



４．投資計画の見直し（１/５）
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●計画の見直し方針

コロナ禍や物価の上昇など、昨今の事業環境の変化に対応するため、
下記の内容に重点をおいて、計画の見直しを行います。

① 事業費へ物価上昇の影響を反映

➢ 事業費に物価の上昇率（デフレーター）を導入する

② 交付金の積極的活用

➢ 水道ビジョン策定以後に新たに追加された国の交付金メニュー
を最大限に活用し、施設・管路の更新・耐震化をより進める

③ 事業の平準化及び優先順位の見直しと事業費削減の取組み

➢ 各事業の支出ピークが重ならないように事業の平準化を図る
➢ 事業費削減の新たな取組みを行う



４．投資計画の見直し（２/５）

① 事業費へ物価上昇の影響を反映

物価上昇は、今後も一定期間は続くものとして、以下のとおり事業費
に物価の上昇率（デフレーター）を反映します。

【デフレーターの設定概要】

・過去の実績値をベースにＲ５から５年間、物価上昇を見込む

・その後の設定は、今後の計画見直し時に検討する
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R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 ・ ・ ・

急激な物価上昇
今後５年間、
物価上昇を考慮



交付金メニュー 対象事業 概 要

水道施設再編推進事業
（令和２年度新設）

新浄水場
新浄水場関連事業

・主な採択要件
➢事業規模の見直しにより、同一系統において３施設
以上の廃止を伴う水道施設の統合整備事業

・交付率：１/３
・事業計画
➢「姫路市基幹浄水場（市川水系関連施設）再編計画」
※令和３年度策定

海底送・配水管更新事業
（令和３年度新設）

海底送水管 ・主な採択要件
➢布設後20年以上が経過した海底送水管・海底配水管
の更新事業で令和７年度以前に採択された事業

・交付率：１/２（離島振興対策実施地域）
➢令和５年度に交付率が 1/3→1/2 に改正

・事業計画
➢「姫路市海底送水管更新基本計画」
※令和５年度策定中
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４．投資計画の見直し（３/５）

② 交付金の積極的活用

厳しい財政状況の中、資金確保のため国の交付金メニューを最大限
に活用し、施設・管路の更新および耐震化をより進めていきます。
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４．投資計画の見直し（４/５）

③ 事業の平準化及び優先順位の見直し

新浄水場更新事業が進行する期間は、事業費が集中することになる
ため、各施設の整備時期が重ならないように事業の平準化を図りなが
ら進めていく必要があります。

事業の優先順位を再考し、事業のスケジュールを見直します。

優先する事業
スケジュールを見直す事業
（後年度へ繰り下げる）

施

設

新浄水場
新浄水場関連事業

・R12以降に着手する事業

田井浄水場
美濃山配水池
光大寺配水池

・R27以降に着手する事業

木戸配水池
置本配水池
山崎配水池Ｎｏ.1

管

路

甲山幹線
海底送水管
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③ 事業費削減の取組み

・水道ビジョンでも施設の統廃合による適正化や管路性能の合理化など
により事業費の削減に努めていますが、予想以上の物価上昇等の影響
を受けたため、新たに下記の事業費削減案により対応していきます。

４．投資計画の見直し（５/５）

項 目 削 減 見 込 額 取 組 の 概 要

既設甲山浄水場撤去の最小限化 ▲２０億円
撤去の範囲を新浄水場の稼働に必要な箇所のみ

に縮小

管種変更による更新費削減 ▲１．２億円／年
小口径管路（口径150㍉以下）の管種の見直し

（GX管からEF管へ見直し）

管路更新率の目標達成年度の見直し
▲191億円

（R7～R26の20年間）

管路更新率1.0％の達成年度を当初のR16年度から

R26年度に10年間繰り下げ
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●スケジュール

５．見直し後の投資計画（１/４）

整 備 計 画 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26

整

備

新浄水場

新浄水場関連事業

耐

震

化

甲山低区第１配水池

田井浄水場

木戸配水池

美濃山配水池

光大寺配水池

置本配水池

山崎配水池No.1

兼田浄水場

北平野配水池

そ
の
他

保城浄水場ﾎﾟﾝﾌﾟ場化

龍野浄水場ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ

管

路

整

備

甲山幹線

太子幹線

東部幹線

広畑南幹線

海底送水管

水道ビジョン計画期間 前 期 （令和２～６年度） 後 期 （令和７～１１年度）

見直し計画

事業の繰り下げ
完了

R19以降は保城浄水場以南を整備予定

R32供用開始に向け事業着手

着色部はビジョン策定時から新たに事業期間が明確化された事業



５．見直し後の投資計画（２/４）

●事業費

項 目 ／ 年 度 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 合計

建

設

改

良

費

A管路整備
（海底送水管以外）

45 45 47 51 53 50 61 54 57 69 70 65 57 58 60 60 62 63 63 65 1,155

B管路整備
（海底送水管）

3 2 5 0 0 1 3 0 0 0 0 1 1 0 3 2 7 14 21 28 91

C施設整備
（新浄水場関連）

4 25 44 66 56 90 6 11 12 1 0 1 2 6 12 0 0 0 0 0 336

D施設整備
（新浄水場関連以外）

5 4 2 10 7 4 5 10 22 15 12 13 21 24 12 14 4 5 5 13 207

総 事 業 費 57 76 98 127 116 145 75 75 91 85 82 80 81 88 87 76 73 82 89 106 1,789

現・水道ビジョン投資計画 76 79 55 48 64 65 63 65 63 70 96 100 67 65 68 64 62 64 64 59 1,357

参考：現・水道ビジョン投資計画
（物価上昇反映）

93 99 71 63 85 85 83 86 83 92 127 132 88 85 90 85 82 84 84 78 1,775

水道ビジョン計画期間

単位：億円 ※税込み・請負ベース

後 期（令和７～１１年度）

・ビジョン後期初年度から２０年間の投資計画を見直す。
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投資計画の見直し

A 管路整備(海底送水管以外) B 管路整備(海底送水管) C 施設整備(新浄水場関連)

D 施設整備(新浄水場関連以外) 現･水道ﾋﾞｼﾞｮﾝ投資計画 （参考）現･水道ﾋﾞｼﾞｮﾝ ﾃﾞﾌﾚｰﾀｰ考慮後投資計画

事業費（億円：税込） 事業費（億円：税込）
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５．見直し後の投資計画（３/４）

［新浄水場更新事業］ ［海底送水管］



５．見直し後の投資計画（４/４）

財源についても追加で確保が必要

料金の見直し 企業債の発行

料金の見直しを行う場合は、

・市民、事業者への説明

・将来世代との負担公平化の検討

を行う必要があります。

企業債の発行を行う場合は、

・利息負担の縮減

・将来世代への負担転嫁の抑制

を検討する必要があります。
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●見直しによる事業費の増加

各ケースの建設改良費
水道ビジョン後期
（令和７～１１年度）

水道ビジョン後期初年度から２０年間
（令和７～２６年度）

現・水道ビジョン投資計画 約 322億円 約 １，357億円

見直し後の投資計画 約 474億円 約 １，789億円

差 引 約 １５2億円 約 432億円


